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誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生

実績報告書

有限責任事業組合吉備中央町インクルーシブスクエア



概要

実現したい地域の将来像「誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生」を具現化するため、
事業領域として次のA～Eの5つを定義し、医療・母子保健・健康・福祉等の各サービスの実装および住民参画型の
一元的窓口支援組織・拠点の整備を行った。 A.救急医療 B.母子保健・児童見守り Ｃ.介護・高齢者見守
り・移動 Ｄ.データ連携基盤 Ｅ.インクルーシブ・スクエア設立

令和４年度事業実績報告：「誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生」
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誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生
【地域課題】

医療分野の特定診療科目（産婦人科・小児科・耳鼻科・
救急対応）の不足、また、移動分野では、通院・通学・買
い物などへの移動手段が不足していることが課題となってい
る。さらに、少子高齢化・人口減少に伴う主体的行動が低
下し、コミュニティの活気が失われ、政令指定都市に隣接
するにも関わらず「社会的孤立・孤独」の自己認識化が進
むとともに、コロナ禍の長期化が「我が身は自分で守る」「他
人に迷惑をかけない」行動の制限を強いられ、孤独感が心と
身体のバランスを崩し「Wellbeing＝真の幸福」から遠のく
状況に陥りつつある。

【目指す将来像】

医療・福祉・生活軸を重点に、人中心のデータ連携基盤を
活用した事業サービスを実装することで、孤立・孤独のライフ
サイクルの変化を起こし、「個人が社会的孤立・孤独からの
脱却、かつ、ひとり一人の多様な幸せ「Well-being」が確
保される地域社会の実現を目指す。

さらに住民参画型で地域の個人を支える多様なステークホ
ルダーらによる一元的窓口支援（きびコンシェルジュなんで
もサポーターズ）が伴奏する社会システム「インクルーシブ
スクエア」を構築・運営することで、人と組織、地域のエン
ゲージメントの好循環を生み出し、事業実施地域社会の変
容を実現する。



概要

実現したい地域の将来像「誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生」を具現化するため、
事業領域として次のA～Eの5つを定義し、医療・母子保健・健康・福祉等の各サービスの実装および住民参画型の
一元的窓口支援組織・拠点の整備を行った。 A.救急医療 B.母子保健・児童見守り Ｃ.介護・高齢者見守
り・移動 Ｄ.データ連携基盤 Ｅ.インクルーシブ・スクエア設立

事業概要：「誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生」
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住民のWell-being向上を目標に、データ連携基盤を活用した事業サービスの実装を目指す



サービス実装報告①：「エコー装置による遠隔的な情報収集・伝送サービス」
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実装する複数サービスのサービスごとに１セットずつ作成すること救急救命士を医療行為の前段階で情報収集を担う役割と位置づけ、非侵襲・低侵襲なセンサーを用い、搬送先

医療機関の医師へレベルの高い動的情報をリアルタイムに伝送できるシステムを構築。具体的には非侵襲なセンサー

として超音波エコー装置を利用し、超音波エコーと救急搬送時の車内の映像を伝送。同時に超音波エコー検査を救

急救命士に教育するためのコンテンツを作成し、教育を実施。

無侵襲検査

超音波エコー

視線映像
スマートグラス

救急救命士

車内映像

全景カメラ

GPS

搬送先医療機関

統合ビューア

伝送

指示 救急車両からの遠隔報の一覧性を
考慮したUIを実現。

救急車両

医師

将来的に救急救命士の処置拡大を実現した上で、救急車両での超音波エコー検査を実施し、搬送先医療機関
へエコー映像を伝送、搬送先の医師から指示を受ける。同時に、処置中の救急救命士の視線映像と救急車両内
の全景映像も搬送先の医師へ伝送し、検査時に参照する。また、GPS情報も共有し、車両の位置を把握できる。

救急救命士の処置拡大が実現するまで、岡山大学病院のドクターカーで運用を進める。



サービス実装報告②：「施設間救急搬送支援サービス」
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実装する複数サービスのサービスごとに１セットずつ作成すること救急搬送に関する情報を医療機関と共有する仕組みを、岡山県内で既に社会実装されている妊産婦緊急搬送補助システム

iPicss(アイピクス) ベースで構築し、救急搬送での情報共有プラットフォームと位置づけ、 妊産婦から施設間緊急搬送支援サービスと

して全世代・疾患領域への拡大を計画。第1段階として、岡山県がウィズコロナ時代の課題として対策が急務である、高齢者施設から

病院への救急搬送を対象とし、初めに吉備中央町で実装した。

救急搬送の時に、高齢者施設が、
患者の情報をスマートフォンで撮影し
関係者に送るだけの簡便な運用。



サービス実装報告③：「母子健康手帳のデジタル化サービス」
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周産期・小児医療の偏在が顕著かつ医療機関の機能分化の影響で少子高齢化が進んでいる本町では,母子医療の安心・安全

を提供し,妊産婦と小児へ町全体で子育て志向強化を推進し, 安心して妊娠・出産・子育てができるまちづくりを通し，次世代住

民の獲得と出産数増加の仕組みを設けることが重要である。WeLoveBaby（ウィラバ）事業は、デジタルを用いたコミュ二ティー形成

の場である。既存の母子健康手帳を写真にとるだけで自動でデジタル化するハイブリッド母子健康手帳ウィラバアプリと「子育ては

社会で行う」を実現するためのウィラバペーパーを利用し、共助・公助を積極的に組み入れつつ、妊娠時の生活環境を予防医学に

繋げるPHRやワクチン記録、思い出の無制限・無期限記録や、町のイベント予約・子ども一時預かりの簡単予約申請が可能である。

出張助産師講座



サービス実装報告④：「PHR基盤サービス」
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実装する複数サービスのサービスごとに１セットずつ作成すること
PDS/PHR基盤は、母子保健をはじめ、各種医療・健康等情報のデータを蓄積するための基盤であり、データの登

録・更新・削除用のAPIを連携サービス事業者向けに公開・提供している。データを蓄積する領域としてPDS領域と

PHR領域があり、連携サービス事業者がPDS領域にデータを登録することで、PDS/PHR基盤がHL7FHIR形式に

変換し、PHR領域に格納する仕組みとなっており、各サービスからの利用、蓄積されたデータの分析等に活用する。

ウィラバ

データ連携基盤

共通ID(きびID) (※)を
キーに登録

（※）ウィラバ等連携先サービスは、
きびアプリからシングルサインオンした

ユーザの共通IDを保持

HTTP/1.1 200 OK
Cache-Control: no-store
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/fhir+json;charset=UTF-8
Content-Encoding: gzip
Content-Location: 
https://api.stg.smartcitypf.com/fhir/Patient/505/_history/1
Last-Modified: Fri, 07 Apr 2023 05:00:27 GMT
ETag: W/"1"
X-Request-ID: e26a5f1a5b27ccd34d89f68d7761ac60
Strict-Transport-Security: max-age=31536000; includeSubDomains
X-Content-Type-Options: nosniff
X-Powered-By: HAPI FHIR 6.0.1 REST Server (FHIR Server; FHIR 
4.0.1/R4)
Request-Context: appId=cid-v1:e3eb25c3-4b29-4423-b7f6-
e9c63583a097
Date: Tue, 11 Apr 2023 09:06:08 GMT
Connection: close

{
"resourceType": "Patient",
"id": "505",
"meta": {

"versionId": "1",
"lastUpdated": "2023-04-07T14:00:27.600+09:00",
"source": "#496b44f9ab0d672a"

},
"identifier": [ {

"use": "usual",
"system": "urn:oid:1.2.392.200119.6.102.9031595859.1.1",
"value": "2"

} ],
"active": true,
"deceasedBoolean": false,
"managingOrganization": {

"reference": "Organization/502",
"type": "Organization"

}
}

PHRに格納されたデータ（ウィラバ）

API

PHR
（HL7FHIR）

PDS

PDS/PHR基盤

HL7-FHIR
形式に

変換・登録

マイナポータルAPI
マイナポータルビューア

・Person
・Patient
・DocumentReference
・Bundle

【HL7-FHIRリソース】

格納されたデータの画面表示（マイナポータル）
HTTP/1.1 200 OK
Cache-Control: no-store
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Strict-Transport-Security: max-age=31536000; includeSubDomains
X-Content-Type-Options: nosniff
Request-Context: appId=cid-v1:e3eb25c3-4b29-4423-b7f6-
e9c63583a097
Date: Tue,
11 Apr 2023 09:03:21 GMT
Connection: close

[{
"pdsTimestamp":"2023-04-11T08:05:45.820+00:00",
"userTimestamp":"2023-04-11T08:04:43.357+00:00",
"id":2,
"uid":"e3cbe11b-8109-4fe7-a54c-bba8e6620d16",
"derived":1,
"kind":"welovebaby",
"subject":"WeLoveBabyからXMLデータを送ります",
"comment":null,
"attribute":"",
"active":true,
"relateduid":"2",
"relatedorganization":"urn:oid:1.2.392.200119.6.102.9031595859.1.1",
"contentstype":"application/xml",
"encodeddata":“~",
"originalname":null,
"status":200000}
}]

PDSに格納されたデータ（ウィラバ）



サービス実装報告⑤：「予防歯科クラウドサービス」
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実装する複数サービスのサービスごとに１セットずつ作成すること
予防歯科クラウドサービスを利用し、児童の歯科健診結果や歯科医院での治療内容を、児童・保護者や歯科医

院・学校側で情報参照できるサービス。

情報共有を行うことにより、児童の口腔ケアをサポートする。



サービス実装報告⑥：「孤立・孤独予防サービス」
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高齢者のバイタルを定期的に住民向けアプリを経由して把握をし、普段とは異なる傾向が生じた場合は連絡又は往

訪をし健康状態の確認をする仕組みを構築。得られたバイタルデータはPHRデータとして有効活用する。

また、地域加盟店と協働、高齢者の見守りを兼ねた買い物支援サービスを実装。買い物支援の時、それまで計測さ

れたバイタルデータを基に普段の生活を対面にてヒアリングし、実際の生活とバイタル情報を結び付け、より詳細な健

康および精神状態の把握をする。



サービス実装報告⑦：「データ連携基盤サービス」
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実装する複数サービスのサービスごとに１セットずつ作成すること
データ連携基盤サービスは、各連携サービス事業者向けにユーザ管理API、認証APIを公開・提供している。

各事業者はAPI仕様に則り、ポータルアプリ「きびアプリ」ではユーザ管理機能およびログイン機能、「ウィラバ」、「オンデ

マンド交通」、「歯科クラウドサービス」の各連携サービスではシングルサインオン機能が実装されている。

データ連携基盤
（ID認証基盤）

きびアプリ
（メニュー画面）

歯科クラウドオンデマンド交通ウィラバ

シングルサインオン

データ連携基盤による各連携サービスへのシングルサインオン

データ連携基盤（ID認証基盤）

認証

API

データ連携基盤によるきびアプリへのログイン

認証

API

きびアプリ
（ログイン画面）



サービス実装報告⑧：「きびコンシェルジュなんでもサポーターズ」
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実装する複数サービスのサービスごとに１セットずつ作成すること生活相談の受付窓口「きびコンシェルジュコールセンター」を構築。合わせて遠隔で相談を受けるため、住民向けの

ポータルアプリ「きびアプリ」を活用し、地域企業と連携して住民の利用促進を実施。困りごとには、「なんでもサポー

ターズ」という登録制の地域住民が対応する。

住民きびアプリ・電話で相談

相談連絡

相談内容の共有

きびコンシェルジュ

確認連絡

相談・依頼

サービス・対応

なんでもサポーターズ
（地域事業者など）

・町各課専門職

1

2

6

5

4

健康チェック機能

②蓄積

④状況確認

③異常検知→連絡

三者で会話3

⑤確認連絡

サポーター
（地域リーダー・民生委員）



地域幸福度（Well-Being）指標の活用

12

Well-Being指標を活用した具体的な調査手法 成果物

◼ アンケート調査

(1)Well-being客観指標：地域比較(近隣・都市･中山間･特区)

(2)Well-being主観指標：全体・年齢別・地区別

(3)事業サービスに関するアンケート調査(救急・母子・歯科・移動)

• 実施期間：令和4年度11月7日～11月25日

• 対象者：1,000名：町内の9地区/1000世帯(無作為抽出)

• 実施方法：郵送&WEBアンケート(設問数72問、回収率46%）

◼ 住民へのヒアリング調査（ディスカッション含む）

• 実施期間：令和4年度11月30日～3月3日

• 対象者：妊産婦、高齢者サロン、学校保護者、医師など

調査から得た具体的な示唆・独自の分析結果

• 医療環境の課題に対し、高齢者より家族の負担が大(通院で休む)

⇒ 新規に遠隔診療(産後ケア含め)、Well-Being向上につなげる

• 事業サービスに対する利用シーンの明確化、サポートの充実が必要

⚫ 令和４年度におけるWell-Being指標を活用した調査概要

⚫ 調査結果の今後の活用方針

• 岡山県吉備中央町という典型的な中山間地域に暮らす人々の生活の質向上につながるよう、地域課題に基づきWell-being

指標を設計し、住民アンケートを実施し、個別事業の認知度や期待度・効果の実感・課題なども合わせてモニタリング評価する。

また、抽出された結果をもとに関係者・住民ヒアリングを実施、各事業のKPIの状況を含め総合的に評価することで、本事業の具

体的な施策を改善し、より効果の高い事業推進を実現する。

母子保健・児童見守りサービスに関する満足度



今後の事業展望について
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「誰一人取り残さないエンゲージメント・コミュニティの創生」の継続事業として5領域の機能拡張を図る。また、新規事
業領域として「遠隔診療」、「買い物・地域ポイント」を追加し、医療事業の充実とともに住民の利便性向上を図り、地
域全体のWell-being向上を目指していきます。また、地元企業と連携した個別訪問や「きびコンシェルジュ」の窓口に
て、アプリや本事業についての説明を丁寧に行い、サービスやアプリの利用をしていただく取り組みを行います。

※生活環境偏差値：Well-Being指標に基づき、オープンデータから地域の生活環境を偏差値で表したもの
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